
地域でのデータ連携による負担軽減に向けて
～いま自治体の皆さまに考えてほしいこと～

会場： Zoom (YouTube Live併用) によるオンライン開催

対象：地方公共団体／国民健康保険団体連合会

定員： 2,000名

日時：2023年12月6日(水) 13:30～15:30

協力：主催：

(1団体あたり1アカウントでのお申し込み)

地方公共団体による
『ケアプランデータ連携システム』活用セミナー

YouTubeライブ
参加方法

※  プログラムの内容は変更となる可能性があります。
予めご了承ください。

以下のURLからアクセスいただき、ご視聴ください。

https://x.gd/aaffz

Zoomウェビナーの内容は、YouTubeにてライブ配信いたします。

Zoomウェビナーに申し込みされていない方は、こちらのURLに
アクセスしてYouTubeから視聴していただくことが可能です。

なお、視聴制限はございません。Zoomウェビナーのストリーミング
配信であるため、再生遅延が発生することをご了承ください。

プログラム

1
地方公共団体による介護生産性向上の支援について

～ 自治体の皆様に期待すること “ケアプランデータ連携を中心に” ～

厚生労働省老健局高齢者支援課 室長補佐 秋山 仁 氏

2

パネルディスカッション
テーマ:『ケアプランデータ連携システムを普及させるポイント』

モデレーター 株式会社TRAPE 代表取締役 鎌田 大啓 氏

パネリスト 長崎県、静岡市、鳥取県国民健康保険団体連合会、

㈱トライドケアマネジメント(居宅介護支援事業所 )、

㈱新生メディカル(介護保険指定事業所 )、NDソフトウェア㈱ (介護ソフトメーカー )

オブザーバー 厚生労働省老健局、(公社)国民健康保険中央会

3
ケアプランデータ連携システムの周知広報について

～ 国民健康保険中央会からのコンテンツご紹介と普及拡大のお願い ～

YouTube

聴講用

https://www.youtube.com/watch?v=Z77zV64Jky4
https://www.youtube.com/watch?v=Z77zV64Jky4

